
3章 .発掘調査概要

[第 V調査区]

[第 Ⅵ調査区]

3)遺物

山中御殿跡で合流 している、現在知られている富田城内へ至ることの

できる主要な3つ の入国の一つで、山中御殿跡の東側隅に位置する、左右

が石垣土塁によって構築された、幅約3mを測る、通称菅谷口と呼ばれる

入口跡へ設定した調査区である。この入口を通って真っ直ぐ進めば、山

中御殿跡の広大な平地へと至 り、また入口を入つてすぐに南へ転 じると、

本丸方向へと至る、「軍用道」と呼ばれる通路へと繁がっている。調査は、

この入口部分の左右を石垣土塁に囲まれている、長さ約4m,幅約3mに

ついて実施し、表上下約 10cm程度の深さから、遺構面と思われる花商岩

の風化層からなる地山を確認したが、調査区南側の東側石垣付近より、

人頭大程度の石を2イ固検出したのみで、遺構は検出されなかった。

この調査区は、山中御殿跡の北西側縁辺部付近に位置し、御子守口と

呼ばれる、主要な3つ の入回の一つを進んで至る、「大手門跡」と呼ばれ

る部分に設定したもので、現在山中御殿跡の平地部分へ至ることのでき

る通路が存在 している。ここは、長辺約 40cm,短辺約 30clnに わたる平

面楕円形状に深 く挟まれたようになっている部分で、山中御殿跡の周囲

を巡る石垣がおよそ2(れ にわたって途切れている部分に設定したもので

ある。調査区を設定した部分は、調査着手以前より地表の高さが両側に

残る石垣の基底部よりも低 くなっていたところであり、一部lm以上も掘

り下げてはみたが、遺構及び遇構面と思われるものは確認できなかった。

ここは、周囲を石垣で囲まれた広い平地を有する曲輪であり、現在の

ように整備がなされるまでは畑として利用されていたところである。今

回の調査では、合計7箇所の調査区を設定しており、それぞれ遺物が採

集されているが、以下は設定した各調査区毎に状況を述べることとする。

第。調査区からは、 表土層及び黄褐色土層より、陶磁器を主体とする

総数785点の遺物が採集されている。表土層からは、総数 196点が出土

しており、そのうち瓦等を除く152点 を陶磁器がしめているが、その中

の大半を近世以降のものと土師質土器が占めている。その他では、中国

製の青磁・白磁 。染付や、国内産の備前焼・美濃焼・唐津焼・伊万里焼

が見られるが、そのうち国内産の備前焼と伊万里焼が目立つ程度で、そ

れ以外の数量は少ない。2層 目の責褐色土層からは、総数589点が採集

され、そのうち瓦等を除く531点が陶磁器であるが、その中のおよそ7

割以上を上師質土器が占めている。その他の状況は、国内製品が圧倒的

に多く、約 19%を 占めており、中でも備前焼は壷・甕を主体に約 160/O

と大半を占め、他に絵唐津を含む唐津焼が2%と 、鉄釉の碗を含む美濃

焼が 1°/oと なっている。なお、碗や皿を主体とする青磁 。白磁・染付の

中国製品は、他に南蛮系の壷や鉢が見られるものの、それでも40/0程度

に過ぎない。その他の遺物としては、瓦が 110/0と 土師質土器の皿が22%

出上している。

，
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4)ま とめ

第 Ⅱ調査区から採集された遺物は総数96点であり、その中の90%以

上を瓦が占め、陶磁器類はほとんどみられず、全体のわずか 60/Oし かな

い。これら、土師質土器を含む陶磁器類の中では、重・甕からなる国内

産の備前焼が半数を占め、土師質土器の皿が30%と なっており、中国製

品は染付の碗が 200/0し か見られない。

石垣土塁を中心にして、複数の調査区を設定した第 Ⅲ調査区からは、

総数120点の遺物が採集されているが、ここでは設定した調査区毎にそ

の組成のあり方を見てみたい。まず、土塁西側裾部がらは、瓦片が大量

に出土したのみで、他のものは一切見られなかった。次に斜面を含む土

塁東側裾部からは、土師質土器を中心として、総数95点の遺物が採集さ

れている。土師質土器は、皿を中心に、全体の91%と 圧倒的な数を占め

ており、他には国外産の南蛮系の鉢や、国内産の備前焼の壷と器種不明

の唐津焼が、それぞれ 1%ずつ出上している。さらに、土塁東側斜面基

底部からは、瓦と備前焼の甕が、それぞれ1点ずつ採集されたのみであっ

た。最後に、土塁上部に設定した調査区では、総数23点が出土している

が、その大半である91%を 瓦が占めており、陶磁器類としては、備前焼

の奏と土師質土器の皿が、それぞれ 1点ずつ採集されただけであった。

第Ⅳ調査区は、総数203点 の遺物が採集されており、その中には近世

以降のものが42%含まれており、また瓦も半数近い46%を 占めているた

め、土師質土器を含む陶磁器類は、全体の110/0を 占めるに止まっている。

その陶磁器類の中で、組成の大半を占めているのが、壼・甕を主体とす

る備前焼と、皿を主体とする土師質土器であり、それぞれ全陶磁器内の

45%と 40%を 占めている。この他では、中国製の染付の皿が 50/Oと 、国

内産の唐津焼が 10%見 られるのみである。なお、その他のものとして、

釘と不明鉄器がそれぞれ 1点ずつ採集されている。

第Ⅳ調査区では、瓦が大量に出上 しているが、その他では、土師質土

器の皿が 3点採集されており、その中には完形品も1点含まれている。

富田城跡の中でも、重要な役割を持っていたと考えられるこの地区で

は、今回6箇所の調査区を設定したが、ここでは遺構を確認した第 I調

査区から第 Ⅳ調査区の、4つ の調査区について触れてみたい。

先述のとおり、第 I調査区からは、相坂階段を伴う石垣遺構が検出さ

れ、明確な通路の存在が確認された。この遺構は全体的に大量の上砂に

覆われていたことから、人為的に埋め込まれたものと考えられるが、階

段外面を構成しながら西へ廷びる石垣は、一部露出していた箇所もあり、

階段部分が埋められた後も、石垣としての利用がなされていたような様

子がうかがえるものの、はっきりしない面も残る。遺物は、この山中御

殿一帯に設けた調査区の中では、数量的に最も多 くのものが採集されて

いる。まず、表土層では、江戸時代後半から末頃と考えられる伊万里焼
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を含む国内産陶磁器及び、染付を主体とする国外産陶磁器等のグループ

とに大別できる。この両者の間には、かなりの時期差が見られるようで

あり、恐らく城が移つてから後、江戸時代後半頃まで、人の手が加わら

なかったのではないかと思われる。また、遺構を全体的に覆っていた黄

褐色土層では、土師質土器を除く陶磁器の組成の主体が、国内製品の備

前焼であり、この備前焼を除くと、国内産の美濃焼・唐津焼と、白磁や

染付を主体とする中国製品は、ほぼ同程度見られ、これらに伊万里焼は

含まれていなかった。このことからすると、この相坂階段全体を覆って

いる責掲色土層は、16世紀の末頃には埋められたものと考えられる。し

かし、遺構に伴うと考えられる遺物が採集されていないため、遺構その

ものの構築時期については判然としない。

次に、第 Ⅱ調査区と第 Ⅲ調査区及び、第 Ⅳ調査区の櫓台石垣土塁西

側裾部から検出された遺構は、いずれも石積、あるいは石積の根石と思

われるものや、その痕跡が検出されているが、これらは基底部を溝状に

掘 り込んでから構築されているようであり、よく似た構造となっている。

また、いずれも石積が残るのは部分的であり、全合的に見る検出状況と

しては、根石のみが残るか、石が全て消失している状態であったが、こ

の周辺には、これら石積の残骸と思われるような石がほとんど見られな

いことから、意図的に破壊して、別の場所へ持って行ったのではないか

と考えられる。遺物は、先にも述べたとおり、土師質土器と瓦以外の陶

磁器がほとんど出土していないため、時期的な部分については、あまり

積極的なことは言えないが、国外産の白磁・染付 。南蛮系と、国内産の

備前焼以外の陶磁器は見られない。しかし、これらの中に、伊万里焼が

含まれないことには注意しておく必要があろう。なお、これらの石積は、

その構造のあり方からして、一連のものであった可能性が高 く、これら

の中間に位置する相坂階段部分をも含んだ石積が、山中御殿跡の南東側

一帯に築かれていたのではないかと思われる。

第Ⅳ調査区の櫓台石垣土塁東側裾部からは、約35mも の長さにわたる

石垣が検出されたが、これは遺構の部分でも触れたように、石垣土塁の

地山の風化に伴う荒廃が激しいため、この部分の崩落防止と、通路側面

を固めるために築かれたのではないかと考えられる。また、この上塁部

分には、以前より石垣の残っていることが知られており、先述の石積部

分から連続して続 くものであつたのではなかろうか。なお、土師質土器

以外の遺物が、ほとんど出土していないため、遺物の面からの考察は難

しヤヽ。

この斜面を含む東側裾部に連続した、土塁東側基底部からは、石組み

による溝と、門跡と考えられる柱穴を確認 したが、遺物は全 くと言って

いいほど出土していないため、判断し難い面はある。しかし、遺構を検

出した状況からすると、溝を通路の菅谷側を望む北東側ではなく、南西

側の石垣裾部に設けることで、通路縁辺部の崩落防止と、幅の確保を意
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識しているのではないかと思われる。また、柱穴は、いずれも溝が通路

を横断している部分に添って、溝同様通路を横断するように、月山側に

配されていることから、明らかに通路を遮蔽する目的で設けられている

ことがわかる。

最後に、櫓台石垣土塁の上部から検出した杭列状のものは、遺構面同

様荒廃がかなり激しく、遺構であるのかどうかの判断も難しいほどで

あった。また、遺物の面から見ると、瓦が比較的多く見られることから、

これを利用した施設の存在も予感させるが、今回の状況からでは不明な

点の方が多い。

B3
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■出土遺物
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■七曲り

1)位置      富田城跡月山山麓より続 く、現在知られている3つの主要な通路であ

る菅谷口・御子守口・塩谷口が合流する山中御殿跡から、富田城跡の本

丸跡と呼ばれる曲輪が位置する月山山頂までの間を繋 ぐ通路として存在

するもので、通称「七曲り」と呼ばれる通路である。その名のとおり、か

なり曲が りくねって山頂部分へと至るものであり、実際には7回以上も

左右に向きを変えながら、月山の急斜面を上っていくもので、導入部付

近には通称「親子観音」と呼ばれる宝筐印塔が残 り、またこの通路の人

合目付近には、通称「山吹井戸」と呼ばれる井戸が残っている。この通

路へは、山中御殿跡南側中央付近の斜面より検出した相坂階段を利用 し

て進む方法と、山中御殿跡南東隅に位置する菅谷口から平地へ入ってす

ぐに南へ転 じて至る、櫓台石垣下を通る軍道跡を利用する方法との2つ

の通路を利用 して進むことができる。なお、相坂階段から七曲がりへ繁

がる道は、途中で2つ に分かれ、櫓台石垣方向からほぼ真直ぐ廷びてく

る通路と合流 しており、一方は親子観音付近で繁がり、もう一方はそこ

から約 25m南側で繁がつている。

調査区は、櫓台石垣方向から延びてきた通路と、相坂階段を通ってき

た通路とが繁がる、親子観音付近合流点 (第 I調査区)と 、親子観音付

近より約25m南側に位置する通路の合流点付近 (第 Ⅱ調査区)の 2箇所

に設定している。

2)遺構

[第 I調査区]

[第 H 調査区]

この調査区は、櫓台石垣東側裾部をほぼ真直ぐ南へ延びてくる通路と、

相坂階段から延びて2つ に分かれた通路の一方が繁がる、親子観音付近

合流点の北側に設定したものであり、櫓台石垣東側裾部を南へ向かって

延びてくる通路に添うように、南北に細長い調査区である。ここでは、

地表下約 5cmか ら50cm程度の深さより、遺構面と思われる固く締まっ

た花商岩の風化層で構成される地山を確認した。この地山面は、櫓台石

垣東側を延びてくる通路側から相坂階段の方向へ向かって、全体的に急

激に落ち込み、その後はゆるやかな傾斜 となっており、何らかの人為的

な痕跡も窺えるが、表面の風化や樹木等の根による撹乱もあって、あま

りはっきりしない。また、遺構についても、調査区通路側に柱穴状の落

ち込みを2つ確認したが、これも風化や撹乱の影響を受けているためあ

まりはっきりせず、結局明確な遺構 としては何 も検出できなかった。

この調査区は、山中御殿東側に位置し、南北に延びている櫓台石垣土

塁東側裾部分を、南へほぼ真直ぐ廷びる通路と、相坂階段から廷びて2

つに分かれた通路が繁がっており、一方は親子観音付近で合流し、もう

一方はそこから約25m南側で合流 しているが、その南側合流点付近に設

定したもので、当初より通路の西側縁辺部には石列状の石組みが一部露

出していたことから、この石組みの周辺に設定したものである。表上を
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3)遺物

4)ま とめ

およそ30cmか ら40cmほ ど掘り下げたところで、地山である花尚岩の風

化層が確認された。地山は、月山の斜面を掘削加工し、幅約 1.5mほ どの

通路部分を確保するように造成されており、その通路の縁辺部分を補強

するように、石列状の石組みが構築されているため、石組みの西側はさ

らにまた斜面となって相坂階段方向へ傾斜しているようである。石列状

石組遺構は、全体的に風化及び崩落に伴う破壊が進んでいることから、

約7m程度しか残ってはいないが、概ね20cmか ら70cmほ どの割石によっ

て構成されており、一部は2段程度に積まれたような部分も見られる。

この地区には、2箇所の調査区を設定したが、遺物はそれほど多くは

なく、2つ を合わせても23点 しか見られない。これらを構成するものの

大半は、出土遺物の800/O以上を占める瓦であり、その他では備前焼の小

片が1点 と、土師質土器の皿が 3点見られるのみであった。

当地区の第Ⅱ調査区からは、通路跡を検出しているが、この通路は月

山の斜面部分を削り出すことで造成され、西側縁辺部には石列状の石組

みが配されている。この通路は、花ノ壇地区で検出されたものと比較す

ると。その構造が簡易なもののように感じられるが、縁辺部に配された

石列は、明らかに地山部分の表面に築かれており、この石列の高さにま

で上が盛られていた可能性も考えられるが、撹乱がかなり激しく、判然

としない。また、遺物も採集された量が少ないうえ、その組成も瓦が大

半をしめているため、材料としては乏しいと言わざるを得ない。
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■三ノ丸
1)位置 富田城跡月山の山頂部は北西から南東方向に細長い平地となっており、

この中央付近に設けられた堀切によって、北西側と南東側の2つ に大き

く区分けされているが、調査を実施 した通称「三ノ丸跡」と呼ばれる曲

輪は、山頂部を構成している堀切によって2つ に区分けされる北西側平

坦地に位置しており、さらにこの平坦地が上下2段の平地によって、2つ

に区分けされ、三ノ九は北西側平坦地に位置しており、上下 2段の平地

によって構成 している中の、北西側の低い方の平地を指す名称である。

この曲輪は、七曲りの通路を上 りきつた部分に拡がる平地であり、この

三ノ丸跡より更に約 10m下段の北西側には、通称「西ノ袖平跡」と呼ば

れる曲輪が拡がっている。なお、山中御殿跡より続いてくる七曲りの通

路は、その名の通 り何度も曲が りながら山頂部へと続 くものだが、山頂

部付近では、西ノ袖平跡を南に見ながら、北側斜面を東へ向かって進み、

そのまま真直ぐ三ノ丸跡北側隅付近へと上っていくようになっている。

調査区は、三ノ丸跡平地部分へ至る進入路の位置する北側から、北西

を経て西側までの縁辺部及び、そこから下部方向へ続 く西ノ袖平跡との

間の斜面部分一帯と、西ノ袖平跡の平地部分にまでわたる、広範囲なも

のとして設定 している。

■三ノ丸調査箇所図 S=1/1,500
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2)遺構 この調査区は、前記のとおり、三ノ丸跡と西ノ袖平跡との間に拡がる

斜面を主体として設定したものであり、当初より、この斜面を上る通路

の西側には、わずかだが石垣が露出していた部分があつた。そこで、三

ノ丸への導入形態を確認するため、樹木等に覆われた石垣の全容を確認

する必要から、周囲の土砂等を取り除いたところ、石垣分布範囲がさら

に続いていることが判明したため、本格的な調査に着手した。すると、

これまでは自然地形を加工しただけのものと思われていた斜面が、全て

石垣によって構成されていたことが明らかとなった。石垣は、かなり崩

落が進んでいるようだが、全体的に見て、この斜面部分が三段となるよ

うに積まれていたことが確認された。

1段 目の石垣は、北側斜面から北西斜面を経て、南側斜面にまで続く

もので、南側部分が一部クランク状となっているが、大きく見た場合の

平面形状は、台形状を呈している。なお、北側と南側の斜面については、

それぞれまだ続いているようだが、現況斜面の勾配があまりに強いため、

今回は一部を検出したのみである。今回確認した一段目の石垣の規模は、

全長約60メ ートルを測るが、高さについては、天端部分の崩落が激しい

ようで、かなり残存状況にばらつきがあり、部分的にはその程度の高さ

しかなかったように思われる箇所もあるが、一部北側隅部分が約 lm程

度であることを除けば、概ね2mか ら3m程度の高さである。石垣に利用

されている石は、約 10cmか ら1.3mと かなりばらつきがあるが、主体と

なるものは、およそ 50cmか ら70cm前後の割石が用いられている。

二段 目の石垣は、一段 目の石垣 と同じ様に、北側から南西側を経て、

南側まで続いてはいるが、北側及び南側の石垣がかなり短いものである

ために、平面形状はかなり扁平な「コ」の字状を呈 し、さらに北側のも

のは、最上部の石垣と切 り合っている。顕著な天端部分をはじめ、全体

的に崩落が進んではいるが、検出した石垣の規模は、全長約29mを 測 り、

高さは、一部を除いて、概ね2.5m程度を確認している。また、利用され

ている石は、約50cm前後の割石が主体となっており、中にはlm以上の

大きなものも見られる。

最上部に位置する三段目の石垣は、北側から北西にかけて確認したが、

これまでに述べた2つ の石垣のように連続 しているものではなく、それ

ぞれが独立したもののようにも見え、かなり複雑な平面形状を呈 してい

る。殊に北側隅部分は、クランク状に折れ曲がった入口のような平面形

を呈 し、実際に南側の広 くなった部分からは、門の礎石と考えられる約

60cmか ら80cmほ どの4つの扁平な川石が、南北聞およそ 2.7m・ 東西間

およそ1.5mの間隔で検出され、東側礎石と石垣の間には、平瓦を利用し

た排水用の溝と思われるものが、長さ約 1.2m・ 幅約 20cmの規模で確認

されている。検出した石垣は、全体としては大きく3つ に分けられる。ま

ず、最も東側に位置するものは、平面歪んだ「コ」の字状を呈 し、上記

門跡の東側を構成する石垣でもあり、門の外面部分に相当する北東壁は、
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さらに南東方向へと続いているようであるが、今回検出した部分の規模

は、全長およそ17mを測り、高さは、門跡の外面に相当する北西から北

東部分が、約 1.5mか ら2mと なっている。門跡部分を構成するものは、

東側の石垣と同じ様な状態となっているが、この門跡からクランク状に

折れ曲がってから北へ延びる外壁に相当する部分は、約 2mの高さを保

ちながら地山の斜面に合わせ、全体的に斜めに残っており、約50cmか ら

70cm程度の大きさの割石を主体として利用され、中にはlm以上のもの

も含まれる。なお、この石組みは、北から西へ折れ曲がってから、南西

方向へ約4mほ ど延びて消えている。最後に、この石垣から約8m程度南

西側より確認した、平面扁平な「く」の字状を呈するものは、全長およ

そ lllmを 測るもので、高さは約 70crn程度を検出し、若干歪んではいる

が、ほぼ北東から南西方向へ延びている。この石垣は、北東側検出部か

らおよそ7mほ ど南西方向へ進んだ地点で、若干西へ折れ曲がりながら、

地山となる斜面の傾斜に添うように、下段方向へ下っていく。この石垣

に利用されている石は、約70cmか ら80cm程度の大きさの割石が主條と

なっているが、積石の中にはlm程度の大きなものも若干含まれている。

以上、検出した石垣遺構について述べたが、この3段 となっている石

垣の1段 目 (最下段部)と 2段目 (中段部)及び、2段目と3段 目 (最

上段部)のそれぞれの間に位置する。テラスに相当する部分は、最も顕

著な天端部分に代表される、石垣の全体的な崩落の影響によるものなの

か、いずれも水平ではなく、ゆるやかな斜面となって傾斜している。ま

た、最上段の3段 目で検出している、門跡と見られる部分に付随すると

考えられる通路は、石垣の1段 目と2段 目及び、それぞれの石垣の間に

位置する斜面にも、それらしき痕跡は、明確なものとして確認されてい

なヤヽ。
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2段目石垣 (東 から) 三ノ丸石垣調査前状況

1段目石垣 (北西から)

2段目石垣 (北 から) 1段目石垣北東部
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3)遺物

4)ま とめ

この地区は、かなり広範囲にわたって調査を実施しており、遺物も多

く採集されてはいるが、そのほとんどが瓦であり、他に土師質土器の皿

が17点見られる程度で、他のものは一切出上していない。

当地には、以前より石垣の存在することが知られていたが、その規模

は小規模なものであろうとの見方が大半であった。しかし、今回の調査

によって、この石垣がもっと大規模なものであることが確認され、当初

の地形から考えられていた、本来の地山斜面を加工したものではなく、

富田城の縄張の中に占める月山山頂部分の位置が伺える。なお、月山山

頂部の周囲は、かなり急唆な斜面となっており、平地部分もそれほど広

いものではなく、地山も岩盤質の固いものであるため、今回検出した石

垣を覆っていた土砂を、この周辺で得ることは困難であり、別の場所か

ら搬入したと考えざるを得ない。また、石垣を検出した状態と、調査着

手前の状況とでは、地形が異なっているような部分も見られるため、意

識的に大量の上砂をもって石垣を埋めたものと思われる。では、埋めら

れた時期はどうかとなると、遺物が瓦と土師質土器しか出土していない

ため、はっきりしない面が多い。最後の城主とされる堀尾氏は、慶長 5

年 (1600年)に出雲国へ入部し、11年後の慶長 16年 (16H年 )に松

江へ城を移しているが、その松江築城の際、富田城を解体して木材等を

利用したとも伝えられている。これは、あくまでも口伝であるため、真

偽のほどはわからないが、仮にそうであったとしても、松江の城が完成

して移るまでは、富田城の城としての基本的な部分は残していたと思わ

れる。また壊すのであれば、埋めるようなことをするとは考え難いのだ

が、いずれにしても城における石垣の出現等を考慮すれば、16世紀末か

ら17世紀初頭以降に埋められたのではなかろうか。
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■ニノ丸 北西から南東方向に向かって細長 く、その中央付近で堀切によって大

きく2つ に区分けされている、月山山頂部の平坦地の中で、今回調査を

実施した、通称「ニノ丸跡」と呼ばれる曲輪は、堀切によって分けられ

ている山頂部の北西側に拡がるもので、若千歪んではいるものの、ほぼ

北西から南西方向に細長い平坦地部分に位置している。この平地部分へ、

上下 2段の階段状になっており、北西側の低い平地が先述 した三ノ九跡

であり、ニノ丸跡はその南東側の、三ノ丸跡より約 1.8m高い、およそ

600ポ あまりの広さの、平面歪んだ台形状を呈し、本丸側は堀切となっ

ている。

調査区は、このニノ丸跡の南側から南東側にかけての、広い範囲にわ

たる斜面部分 (第 I調査区)及び、ニノ丸跡の平地部分ほぼ全域にわた

るもの (第 Ⅱ調査区)と の、2箇所に設定している。

1)位置

■ニノ丸調査箇所図 S=1/1,500

ミ ′う症

I調査区

2)遺構

[第 1調査区]

この調査区は、ニノ九跡の南東側に位置する堀切部分を構成している

三ノ九跡南東側斜面に、以前より石垣の残っていることが知られており、

この石垣の全容を確認するために、周辺の立木等の伐採及び土砂を取 り

除いたところ、これが更にニノ九跡南側斜面へも続いていることが明ら

かとなった。このため、このニノ丸跡南側から南東側にかけての斜面の

広い範囲にわたつて調査区を拡大 したところ、堀切部分は今までよりも

深 くなり、当初より確認されていた石垣は、かなり大規模なものであっ
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たことが明らかとなった。また、ニノ丸跡南側からは、虎口と考えられ

る様な形態をもつ石垣が検出され、全体的に見ても、大きく分けて上下

2段 となるように積まれているが、1段 目の石垣が比較的残存状態が良好

なのに比べ、2段 目のものは全体的に残存状態があまり良好とは言い難

セゝ。

1段 目の石垣は、北東側斜面から南東側斜面を経て、南西側斜面にま

で続 くかなり長いものであり、一旦入口と考えられる部分を構成 して途

切れ、およそ2.5mほ ど北西側へ進んだ位置より続いている。また、入口

部分によって南東側のものと、北西側のものとに大きく分かれている。

南東側のものもは、南西側の一部がクランク状に折れ曲がっているため、

平面形状はかなり歪んだ台形状を呈している。検出した規模は、全体的

に石垣天端部分の崩落が激 しいため、高さについてかなり差が見られ、

南東側の堀切部分から、北東及び南東方向へ進むにつれて低 くなってい

る。残存状況は、最も高い堀切部分が約4.5mで あり、南東側部分では、

最も高い部分で約 3m程度を波1る ものの、北西の入口部分へ向かって進

むにつれて低 くなり、入口を構成している部分では、約1,lm程度となっ

ている。また、北東側へ廷びるものは、基礎部分が北西方向へ進むにつ

れて高くなっているため、それにつれて石垣も低 くなっていくのだが、

最も高い部分で約 3mを沢1り 、石垣自体は北西方向へ更に続いているよ

うにも見える。次に、入口部分北西壁を構成した後、北西方向へ廷びる

ものは、平面鍵型状を呈するもので、検出長およそ 12m。 高さ約 lmを

波1り 、石垣は更に北西方向へ廷びているようである。この 1段 目の石垣

に利用されている石は、概ね60cmか ら80cm前後の割石が主体 となって

いるようだが、中には lmを 超えるものも含まれている。

2段目の石垣は、連続 したものではなく、大きく見て 3つ に分かれて

おり、その中の2つは入口部分を構成するものであり、全体としては二

ノ丸跡の南東側から南西側にかけて検出したものである。最も南東側に

位置するものは、平面「L」 字状を呈 し、南東から南西方向へと延びるも

ので、検出した長さは約 14mだが、高さは lm程度しかない。利用され

ている石は、約 50cmか ら70cm大の割石が主体となっており、lm程度

の大きさのものも含まれている。この石垣は、全体的にはかなり崩落及

び破壊が進んではいるが、石垣の両端部は、それぞれ東側及び西側方向

へ続いているようである。3つ に分かれている2段 目の石垣の、中央部に

位置するものは、入回跡と考えられる部分の、東壁を構成するように検

出されたもので、中央付近がクランク上に折れ曲がっているが、ほぼ南

北方向に廷びている。検出した規模は、長さ約 6m・ 高さ約 1メ ー トル程

度だが、全体的に崩落に伴う破壊が激 しく、南北に長い石垣の中央付近

より北側は、基礎部分程度しか残っておらず、石垣ではなく、石列のよ

うになっている。利用されている石は、概ね50cmか ら70cm程度の割石

を主体としているようだが、中にはlm近い大きなものも含まれている。

?3
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[第 H調査区]

最も北西側に位置するものは、入口跡の北西壁を構成しながら北から西

へ延びる、平面「L」 字状を呈するもので、東西に廷びる部分は、石垣 1

段目の入口跡の北壁も構成している。検出した規模は、長さが約 18mを

測るが、高さについては、崩落によってかなり破壊が進んでいる音卜分も

あり、あまりはつきりしないものの、入回跡北西壁を構成する南北に廷

びる部分と、そこからほぼ直角に西へ曲がって廷びるものとでは、かな

り様相が異なっており、南北部分が約50cmで、東西部分が約2.5mと なっ

ている。なお、東西へ廷びる石垣は、1段 目石垣の入口跡北西壁を構成

しながら、2段 目の入口部分へと続いているため、石垣の基礎部分が2段

目方向へ向かって高くなり、それに伴って石垣も低 くなっている。この

石垣に利用されている石は、約50cmか ら70cm程度の割石が主体であり、

中には lm近いものも見られるが、他の部分に比べれば、大きさとして

は、比較的まとまっているようである。

この調査区は、三ノ丸跡と呼ばれる平地部分ほぼ全域にわたって設定

した調査区であり、北西に位置する三ノ丸跡と連続して続 く、三ノ九跡

より若千小高くなっており、南東側は堀切となっている。

やや弓なりに反つたプランを有する三ノ丸跡の東端に連なり、三ノ丸

よリー段高い位置に存在する。本丸跡とともに、独立丘をなす富田城跡

の頂上にあたり、眺望はよくきく。標高は約 185mで御子守口付近の平

地からの比高は約 159mと なる。南西側～本丸側斜面には大量の土砂が

堆積 していたが、排除したところ石垣があらわれ、ニノ九虎口、帯曲輪、

堀切石垣が検出された。頂上部の調査はおよそ東西 30m、 南北25mの範

囲で行った。

・建物跡

多 くの柱穴、礎石が検出されている。柱穴の多 くに関連性を認めるこ

とは困難であるが、掘立柱建物、柵列が存在 したと考えられ、度重なる

立て替えが推定される。

礎石と推定される石も多 く検出され、列をなすものがある。礎石建物

の規模や建築された時期等については不明である。

・柵列

柱間 1.8～ 3mの間隔で柱穴が並んで検出されている。調査区の北側縁

辺から西側縁辺へ「L」 字状に曲がるものと、調査区の南側崖直上のもの

がある。

・埋甕

備前焼の埋甕が 24固並んで検出された。下半部のみ原位置を保ってい

る。前述の礎石建物の内部に設置された可能性もある。調査区全体で大

量の備前焼大甕片が出土している。
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■ニノ丸遺構平面図 S=1/300

埋甕検出状況

第 H調査区近景

礎石建物跡
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第 I調査区調査前状況 第 l調査区堀切部検出石垣

ニノ丸虎口付近石垣

3)遺物 ・溝状遺構

調査区の北側に「L」 字状に曲がる浅い溝が検出されている。曲輪内の

建物と関連するものと推定されるが、確証はない。

・出土遺物

多量の出土遺物がある。陶磁器には、青磁、白磁、染付、南蛮形、備

前、灰釉陶器、鉄刑陶器、唐津、伊万里、土師質土器、瓦質土器がある。

陶磁器以外には、古銭、釘、不明鉄器、瓦、砥石、石臼、玉砂利 (川 原

石)がある。

前述の備前焼とともに、土師質土器皿が大量に出上している。京都系

のものを多く含む。

。小結

検出された柱穴と礎石等から建物跡は掘立柱のものと礎石建物が想定

される。前者は16世紀半ばのもの、後者は16世紀末から17世紀にい

たる間の瓦を伴うものと考えられる。
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■出土遺物
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4章 □整 備 工 事

4-1日 歴史的建造物等の復元

4-2.遺構露出展示

4-3.縄張全体模型

4-4.その他の整備





4章 .整備工事

4章 .整備工事概要
国史跡富田城跡の整備事業は、平成 5年度より文化庁補助事業である

史跡等活用特別事業 (「ふるさと歴史の広場」)の採択を受け、歴史的建

造物の復元,遺構全体模型,遺構露出展示及びその他便益施設,案内板

等整備を主項目として計画実行した。

歴史的建造物等の復元では、花ノ壇,山中御殿,月 山山頂部 (ニノ九 ,

三ノ丸)の虎口形態,通路跡を復元し、花ノ壇曲輪においては発掘調査

結果に基づき主屋,侍所を再現しそれぞれを休憩,管理施設として利用

している。遺構露出展示では花ノ壇曲輪斜面中腹に通路造成の痕跡が精

巧な土層締固の築城方法の一部を裁断して展示を行っている。城跡の公

開方法としては、飯梨川を渡り現歴史民俗資料館脇に入口広場を設け、

そこに全体の縄張を視覚的に理解 してもらうため、山や谷間の関係、周

囲に広がる尾根やその曲輪配置を等高線で示すため切断したステンレス

の鋼板を重ね合わせた遺構全体地形模型を屋外に展示 し、併せて四阿,

便益施設を建設し、導入の拠′点としている。

往時の通路,虎口,曲輪形態を再現することにより城跡ゆかりの周辺

への景観と、逆に麓からの城跡への景観を重視 した整備内容としている。

■工事項目

通路,虎口石垣補修工

「ふるさと歴史の広場」 遺構露出展示エーーーーー
J三:琶豊拿を目§暑]与客テ哲ξζ縁F通

路)

事業整備工

遺構全体模型設置エーーーーー ステンレス製縄張全体地形模型 (入口広場)

便益施設工 (入口広場)

休憩施設工 (ニ ノ丸,入口広場)

説明・案内板設置工 (総合案内板,遺構説明板 ,

修景整備工 (樹木整理,管理柵,低木植栽)

その他の整備



4章 整備工事

4-1.歴史的建造物等整備工事

1)通路,虎口

a.花ノ壇 花ノ壇は、城跡の中核である山中御殿の北西に位置し、曲輪の西側に

は大手道が通り、防御・監視という面でも重要な位置に存在する曲輪で

ある。今回整備対象としたのは花ノ壇曲輪面と大手道の中腹に位置し、

ほぼ大手道と並行している通路跡である。発掘調査以前は樹木に覆われ

通路形態が不明瞭であったが、樹木整理,調査等を実施し往時の形状が

明らかとなった。ルートとしては奥書院から花ノ壇脇を通り、山中御殿

へと至る通路であり、道幅も狭く法面形状に沿うように造成され、直線

的ではなく、小さな平場を設けては折り返したり、通路に高低差をつけ、

カーブを設けるなどして先方が見通せないような通路形状となっている。

また、曲輪への導入部については、登りながら2度程折り返して入るよ

うな通路形態も明らかとなり、その葛折の部分は通路が3段 にも及ぶ構

造となり、検出された段状石垣は段状の通路を形成するためのものと考

えられる。

今範囲での通路整備項目は検出された通路の鋪装,花ノ壇曲輪導入部

段状石垣の復元と通路の再現を実施した。

通路舗装は検出石垣足元との関係から遺構保護盛土を最低限lClcm程度

にとどめ、その上に砕石敷 (倖 10cln)を 施し景観上の観点からクレイ舗

装 (倖5cm)を 採用した。通路脇は法肩部には雑割石の縁石を儲け舗装材

の流出を防ぎ、法尻側には石張水路を儲け、上部法面及び通路面の排水

処理を行った。法面部分には一定幅で張芝を施し法肩,法尻の崩落を防

止する処置をとった。

石積の様相が良好に残存してはいるものの、天端石はほとんど崩落し

ており、根石のみが残存している箇所がある。この状況下で検出された

範囲のみを保存することは困難であり、雨水による流土、土圧等の影響

で崩落する危険性があるため、争み出しの部分を最小限解体し、残存石

垣最後部に修復高さを定め (併せて裏込の残存状況も発掘調査にて確

認)、 石垣修復工事を実施した。
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4章 .整備工事

石垣検出状況



4章 整備工事

石積工及び裏込エ

ヽ

I Ifi`■
―
士fミp

未解体部の詰石

イ一命一疑４
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石垣修復及び通路舗装完了
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整備完成図

整備完成図
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4章 .整備工事

b.山中御殿 山中御殿は、3章でも述べたように3つの通路 (大手口,塩谷口,菅谷

口)が合流する地点であり、縄張機能から見ても富田城の中核をなす曲

輪である。月山山頂部 (本九,ニノ丸,三ノ九)へ登城するためにはこ

の山中御殿から七曲りを経なければならず、重要な位置に存在していた

と考えられる。

今整備事業では、山頂部への登り口である虎口及びそれに関わる土塁

に着目し、導入,防御形態を再現するべく事前発掘調査を実施したとこ

ろ、前章で示したように土塁石垣や相坂階段が検出され、七曲りへの導

入口が明らかとなった。ここで整備に向けての課題が生じた。

1)土塁に残存する東面,西面石垣及び裏込の破損が著しく、崩落石の

痕跡もあまり見受けられないため、往時の石垣規模の想定が困難であ

る。

2)相坂階段の西側階段は9段確認されているが、東側階段については

1段のみの検出に留まり、その痕跡が撹乱を受けている可能性があ

る。

3)相坂階段東側から土塁石垣西面にかけての石垣痕跡が点在 しており、

抜き取 り痕が検出された。これは縄張変更に伴い、他の箇所に石垣を

積み直す際に石材を転用された可能性があり、石垣石材の消失が著し

ヤヽ 。



4章 .整備工事

■腰石垣

土塁石垣検出状況

土塁東面石垣残存状況

土塁西面石垣残存状況
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■相坂階段

相坂 (西側)階段検出状況

相坂 (西側)階段検出状況



4章 .整備工事

発掘調査の結果に基づき、土塁石垣,階段石垣の復元形状を検討した

場合、下図のようになる。相坂階段は西側階段の残存状況から天端高さ

が想定でき、東側階段は西側と同レベルを引用し、なおかつ④の箇所の

発掘調査結果により通路レベルが階段想定高さと同レベルであることか

ら、天端レベルの設定は、西側階段と同レベルとなる。また、菅谷口の

現存土塁石垣高さも、天端石が崩落しているものの相坂階段と同レベル

であることは、土塁石垣北側裏込の痕跡から確認できた。したがって下

図のように想定される。また、石積工事範囲については、関係機関 (県

庁,文化庁等)と の協議により以下のような内容で整備実施することと

なった。

1)相坂階段は西側階段については天端レベルまでの石積工を実施し、

東側階段については天端レベルまで積まず腰石垣程度 (階段 3段程

度)の高さとする。

2)土塁石垣は北面,東面については天端レベルまで石積工を実施し、

西面石垣についてはある程度天端レベルで積み、途中より高さを下げ

て相坂階段東側高さ (腰石積程度)と 同レベルで整備を行う。

3)塩谷側石垣についても天端レベルまで積まず、腰石垣程度の高さと

する。

■石垣模式図

,09
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4章 .整備工事

■土塁石垣

石積工事状況

石積工事状況

土塁石垣完成
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■相坂階段

相坂階段解体終了状況

石積工事状況

′14
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相坂階段完成

相坂 (東側)階段及び腰石垣完成



4章 .整備工事

c.山頂部 月山山頂部は、縄張上富田城の「最後の砦」という印象を受ける帯状

の曲輪群で構成されており、山中御殿からの高低差は約 100mあ り、周

囲の法面は非常に急峻である。事業着手前の現況は、樹木が多く下図に

示すように山中御殿虎口,相坂階段よりつながる七曲りを登り西ノ袖曲

輪へ到達し、三ノ丸へ登るための園路が三股に別れ、三ノ丸へ入りニノ

九と三ノ九の高低差は約1.5mであるため、直接ニノ丸へ登り、本丸へは

蛇行しながら堀切へ降り、再び本丸へ登るという一本道に近い状態で

あった。しかし、導入口を確認するため発掘調査を行ったところ、3章

で述べたように予想をはるかに上回る堀切,虎口石垣が検出され、早急

に遺構の検討を実施した。

況園路

■山頂都現況平面図

S=1/2,000

堀切 /通路石垣の検出

七曲り 箋

キ
丸導入への虎回の検出ニ ノ

二股に別れる三ノ丸入口園路現況

ニノ丸堀切石垣現況
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■山頂部通路形態   山頂部の特徴は縄張から見て非常時のみ (籠城時)利用されていたと

の検討  考えられる。通常は山中御殿,菅谷,塩谷等の居館で備えており、戦聞

時に陣を構えるという構造だったことが窺える。これは発掘調査で検出

された建物跡が小規模なものが多いということからも判断できる。その

ため、山頂部の各曲輪への導入は防御主体で、複雑な形状であったこと

が今回の調査結果で明らかとなった。

七曲りから登ってきた通路は三ノ丸下 (西 ノ袖曲輪)で直線的に登ら

せず「S」 字カーブのように階段へ至り、階段最上部に小さな虎口を儲

け、門へと入るような形状となる。一方、ニノ九では南側斜面部に石垣

が喰い違うように検出され、さらに粘性土で締め固められたスロープも

認められ、ニノ丸の虎口が確認された。ここでの問題点はニノ丸虎回は

スロープを降りた所で通路が左右に別れ南側中腹斜面を本丸方向と三ノ

丸方向へと向かっていることから、ニノ丸への導入は虎口からのみであ

り、高低差約1.5mの三ノ丸からは直接入ることができなかったのではな

いかということである。ニノ丸曲輪面調査結果からも、一部法面崩落に

より柱穴が消失しているものの、三ノ九との境界には柵 (塀)列の痕跡

が認められてはいるが、門跡の痕跡が窺えないという状況が判明してい

る。

今事業期間では通路形態の全容を明らかに出来なかったため、継続 し

て今後発掘調査を進め、可能な限リルー トの解明を行っていくことが課

題である。

至山中御殿

門礎石の検出

■山頂部周辺平面図

S i1/11000
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整備工事の範囲,規模の設定については検出石垣は良好であったが、

上部石垣の崩落が著しく、また天端の決定が不可能な状況であり、石垣

上部法面が雨水等による浸食から検出石垣を含め崩落する危険性があっ

たため、法面遺構自体の保護を主体に考え、崩落が防止できる最低限の

石積工事範囲の設定を各石垣面で行った。また、月山自体の急峻な形状

から、施工条件が非常に悪く、材料の運搬場の仮設計画も問題があつた。

架線,ヘ リコプター,人力,モ ノレール等による資材運搬方法を検討し、

費用,工期,樹木伐採範囲の大小等の面から、モノレールを専用荷台に

よる方法をとった。そのため積載荷重に限度があり、石積工事の際必要

な積石は全て山頂部で採取された崩落石材を転用することとなった。検

出石垣 (未解体部分)については他の石積工事箇所同様、緩みのある石

垣部分に詰石の処置を施した。

rr8
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■三ノ丸

石積工事状況

石積工事状況

三ノ丸石垣修復完成
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■ニノ丸 /虎口

石積工事状況

三ノ丸導入部石垣修復完了
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■ニノ丸 /虎口

石材小運搬状況

ニノ丸南側石垣検出状況

仮置検出石材 (崩落石)選別状況
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■ニノ丸 /虎口

石組状況

ニノ丸虎口石垣修復工事完了



4章 .整備工事

■ニノ丸 /堀切

堀切石垣検出状況

詰石工事状況

r26
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■ニノ丸 /堀切

石積工事状況

裏込投入状況

ニノ丸堀切石積修復完了



■仮設工事

モノレール設置状況 (七曲り斜面部 )

モノレール設置状況 (三 ノ丸虎回部 )

モノレール設置状況 (三 ノ丸曲輪部 )
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2)曲輪内整備工

■遺構の考察

(花ノ壇)

設計にあたり発掘調査結果を検討 したところ幾つかの課題が生じ、そ

の考察から行った。

第一の課題は、曲輪への導入口である。先に述べたように曲輪西側に

屈曲した通路を形成する3段の石垣が検出されたことからも、この通路

が曲輪への導入路と考えるのが有力である。この通路を登 りきった正面

に建物跡 (SB02)があり、その脇 (通路の左手)に門跡 (SX01)の柱

穴が存在する。この結果からこの門跡が曲輪への導入口であり、往時門

を通る者は建物跡 (SB02)よ り常に監視されていたことが窺える。

第二の課題 は建物の性格 である。前章の結果か ら2棟 の建物

(SB01,SB02)は L字形に配置され、SB02は 門跡に隣接 し、SB01は 曲輪

の最奥部である南端に位置していることから、2棟には主従関係があっ

たと考えられる。南端に位置する建物に曲輪の主となる家臣 (今後主屋

と仮称)、 門に隣接する見張 り役 となるその家臣 (今後侍所 と仮称)が配

置されていたと推定される。

第三の課題として曲輪縁辺部の柱列跡である。曲輪の西～南側にかけ

ての縁辺部は法面が崩落したと思われ、ほとんど痕跡は確認されていな

いが、東側縁辺部では規則的な柱間で痕跡が確認された。門跡の東側か

ら主屋東側の柱跡に向かって柱穴があり、1度クランク状に折れ曲がっ

た状況である。これは東側の屋根から吹き上がる強風に耐えるために補

強したものと考えられる。

以上の検討事項を踏まえ主屋及び侍所の詳細検討を行った。
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4章 整備工事

■建物平面設計

1)主屋

(休憩施設)

2)侍所

(管理施設)

この主屋及び侍所は今整備事業では、活用上休憩施設及び管理施設と

して位置づけたが、平面,配置計画は柱穴跡に基づき整備を実施するこ

ととした。

平面規模は桁行方向5間 ×梁聞方向2間である。柱間寸法は桁行方向

が西側から6.2尺 +6.5尺 +6.5尺 キ6.5尺 +62尺 (計 31.0尺 )、 梁間方向

が東と西側で異なり東側が 6.5尺 +6.5尺 (計 13.0尺 )、 西側が 70尺 +6.0

尺(計 13.0尺 )と なる。

平面構成は(Y6)通 りの柱穴径は他のものより小さく、また深さも浅い

ことから柱寸法が小さく、下屋部分であつたと考えられる。よって主屋

の生活空間は(Yl)～ (Y5)間 の4間 であり、屋根の規模も同間であつたと推

定。また(Yl)～ (Y2)間 (62尺清る分の南側に焼土が検出されたことより、カ

マ ドのある土間空間であったことが窺える。その結果からα2)～ α5)間が

屋内の主要空間であつたことがわかる。(Y2)～ (Y5)間が土間か板間かとい

う疑問が生じたが、その間のα2)通 り付近より根太材の痕跡を残す礎石

が検出していたためころばし根太による板貼の空間であることが判明し

た。

主屋の入口は門跡の位置と建物配置の関係から建物の北側(Xl通 り)に

あると考えられる。そこで(Y2)～ (Y5)間 の北壁面には柱間に間柱の痕跡が

あることから、壁面である可能性が強いと考え、(Yl)～ α2)間 の土間部分

の北側に入口を設定した。また、東側の下屋部分は開放された空間では

あるが東側(YO通 り)に は尾根からの風を考慮 し壁面と設定した。

柱寸法等は柱穴跡の実測に基づき、本柱を7寸角(21.Ocm角 )、 間柱を5

寸角(15cm角 )と 設定した。

平面規模は桁行方向5間 ×梁間方向 2間であるが、建物北側(Xl～ X3

通 り)は梁問1間 で「L字形」の平面形である。柱間寸法は桁行方向 70

尺×5間 (計 35.0尺 )、 梁間方向7.0尺 キ9,2尺 (計 16.2尺 )と なる。

平面構成は柱穴規模の検討から行った。それぞれの柱穴径、深さの実

測結果から(Y2)通 りの柱穴が共に他の柱穴(Yl,Y2通 り)よ り大きいため

α2通 り)が建物の棟となる棟持柱による構造であるという考察を行った。

また、平面積 も主屋よりも広いことから数人の下級家臣が生活をしてい

たことが窺える。発掘調査で主屋のように根太礎石の検出がなく、また

家臣の格差を考慮しても侍所は全て土間空間であつた可能性が高い。し

かし、整備後管理施設として活用してゆく上で板間の空間を設定した。

侍所の入回は曲輪内の導線から建物東側壁面(Y3通 り)か ら導入するの

が妥当と考えられる。(Y3)通 りは他の壁面と異なり、間柱の痕跡が明確

であったが、(X3)～ KX4)間 のみ間柱の痕跡が存在していなかったことか

ら、(Y3)通 りの中央部からの導入と設定した。往時の生活空間としては、
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■断面設計

1)主屋

2)侍所

(Xl)～ (X3)間 の1間 ×2間が門への出入りを見張る空間で(X3)～ (X6)間 の

2間 ×3間が生活する空間であつたと考えられる。このことから(X3)通 り

には間仕切 りがあつた可能性もあるが、遺構の検出結果からは判断し難

い。また、建物内部に焼土等の痕跡がなかったことから、外部にカマ ド

を設け炊事をしたと思われる。花ノ壇からは井戸の検出もないため、水

を補給する場所も明らかではない。しかし、外部周辺からも焼土等の痕

跡が確認されていないので、その位置は明確ではない。

柱寸法は柱穴跡の実測に基づき、(Y2)通 りの棟持柱が1尺角(30cm角 )そ

の他の側柱が 6寸角(18cm角 )、 門柱が 5寸角(15cm角 )と 設定した。

断面上の木組は主屋,侍所両棟共、掘立柱に梁組を行い、その上に桁

を納める折置組とした。また掘立柱であることから柱足元には地覆を納

める工法と考えられる。壁面は貫を納め小舞竹を組み土壁による構造と

した。しかし管理上壁面下部は雨による浸食が考えられるため、腰板貼

とした。屋根仕上げについては、瓦等の検出がなかったため木質系 (板

屋根,草葺)の材料であると推定できる。そこで富田城跡北側を流れる

富田河床遺跡 (昭和49～ 51年度調査)の集落群で検出された遺物で初

葺用の屋根板材が検出されたのでそれを参考とした。屋根勾配は初葺

(板厚 3cm)が納まる勾配 (5.0～ 5.5寸勾配)で設定した。また地覆下部

に納める置石も同遺跡の遺構から検出されたため同様の納まりとした。

梁間が 13.0尺 (3.9m)内 部中柱跡がなく、十分梁のみで耐えられる距

離であるため、梁の中央に棟束を設定する切妻屋根構造とした。

(X3)～ (X6)間 は梁間が 16.2尺 (49m)ではあるが前記 したように

棟持柱の位置が限定されているため、梁間の中央 (8.0尺 )部分ではなく、

棟持柱位置が屋根の棟と設定した。そのため棟位置は建物中央からやや

西側に寄る形状となる。屋根勾配は西,東側とも5寸勾配と同一勾配に

したため軒高が (Yl)通 りと (Y3)通 りでは異なる構造となる。また、

梁間は棟持柱で分断されるため (Yl)～ (Y2)間 は7.0尺 (2.lm)、 (Y2)

～ (Y3)間 9。2尺 (2.7m)と なる。(Xl)～ (X3)間 の梁間は9。2尺 (2.7m)

であるためこの間に関しては梁間の中央部に棟を設定 した。そのため侍

所の屋根断面形状は大小 2種類の複合 した屋根となる。
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■主屋基本設計概要

区 分 構 造 形 式 主 要 寸 法 等

概 要 ・矢倉,切妻屋根一部下屋,棚葺,木造平屋建,外
壁板貼

桁行  9.666m(31.9尺 ,5間 )

梁行  3.939m(13.0尺 ,2間 )

平面積 38.07席

軒高  3.030m

基礎部 遺構面上部盛土

盛土上部砕石基礎及び基礎コンクリー ト
壁板水切置石

盛土厚  15～ 30 cm

砕石厚  5 crn
コンクリートスラブ 厚 15 cm

雑割石

軸 部 ・本柱 1間間隔の上梁(2間 )1間間隔の折置組,貫
で固める

柱間(桁行 4間 )

1.878m(6.2尺)Xl間 (土間部分)

1.969m(6.5尺)X3間
柱間(梁行 2間 )

1.969m(6.5尺)× 2間

本桂 21 cm角 (7寸角)柱穴寸法より算出
間柱 15 cm角 (5寸角)柱穴寸法より算出

・下屋 :柱 1間間隔の上梁(1間 )1間間隔及び桁(2

間)の折置組み
柱間(桁行 2間 )1.969m(6.5尺 )× 2間

柱間(梁行 1間)1.878m(6.2尺 )× 1間

柱  15 cm角 (5寸角)

小屋組 ・切妻屋根,梁上小屋束置の上母屋及び垂木組 ・垂木 9 cm× 7.5 cm(3.0寸 ×2.5寸)

@37.5 cm,39,3 cm(1.24尺 ,1.3尺 )

下屋 :片流れ屋根 ・垂木 9 cm× 7.5 cm(3.0寸 X2.5寸 )

@39.3 cm(1,3尺 )

軒廻り ・素木造り,軒裏木小舞 ・軒出 98.5 cm(1.3尺 ×2.5枝 導.25尺 )

・下屋 :素木造り,軒裏木小舞,軒先雨蓋 ,

風かえし
軒出 75 cm(2.5尺 )

両蓋 厚 3 cm(1寸 )

風かえし 厚 3 cm(1寸角)

屋 根 ・木小舞の上枢板棚葺,軒付 5枚重,棟廻り障泥

板の上樋棟(瓦等の検出がなかったため木質系の

材料と推定)

桂板 厚 3 cm(1寸),長 60 cm(2尺 ),

葺足 12cm 14寸 )

樋棟  21 cm× 21 cm(7寸 ×7寸 )

屋根勾固E   5.5/10

・下屋 :木小舞の上枢板秘葺,軒付け3枚重ね,石
置押え

枢板 厚 2.4cm10.8寸 ),長お cm(1.5尺 ),

葺足 12 cm(4寸 )

置石 玉石
屋4艮勾固己   3.0/10

造作部 ・床 :大引根太の上板貼

・壁板貼 :タ テ板貼

根大 :松丸太  末口21 cm(7寸 )

床板 :杉板 厚 3 cm(1寸 )

外壁板 :厚 2.4 cm(0.8寸)高 2.24m(7.4尺 )

開口部 床板部南側引違板戸及び一本引障子
床板部腰窓(突き上げ戸)

西側土間部に無双窓
土間,床板部との内部に間仕切戸偶1違板戸)

西側土間部に出入日(片引板戸)

1間 ×3箇所
1間 Xl箇所
1間 ×1箇所
1間 ×2箇所

半間Xl箇所

その他 ・囲炉裏
・かまど
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■侍所基本設計概要

区 分 構 造 形 式 主 要 寸 法 等

概 要 ・矢倉,切妻屋,棚葺,木造平屋建,外壁板貼 桁行  10.605m(35尺 )

梁行  4.908m(16.2尺 )

平面積 縄 .05席 (内土間 11.82席)

軒高  3.030m(10.0尺 )

基礎部 遺構面上部盛土

盛土上部砕石基礎及び基礎コンクリート

壁板水切置石

盛土厚  0.15～ 0.3m
砕石厚  5.Ocm
コンクリートスラブ 厚 15 cm

雑割石置

車由  書| ・本柱 1間間隔の上梁(2間半)1間間隔の折置組,貫

で固める

柱間(桁行 3間 )

2.121m(7尺)X3間 (板間部分)

(桁行 2間 )

2.121m(7尺)X2間 (土間部分)

柱間(梁行 2間半)

2.121m(7尺 )+2.788m(9.2尺 )

棟柱 30 cm角(1尺)高 4.15m
(柱穴寸法より算出)

本柱 21 cm角 (7寸)高 265m,2.95m
(柱穴寸法より算出)

間柱 15 cm角 (5寸)高 2.65m
(柱穴寸法より算出)

小屋組 ・切妻屋根,梁上小屋束置の上母屋及び垂木組 ・垂木 9 cm× 7.5 cm(3.0寸 ×2.5寸)

@42.4 cm(1.4寸 )

軒廻り ・素木造り,軒裏木小舞 ・軒出 1.06 cm(1.3尺 ×2.5枝 =3.25尺 )

屋 根 ・木小舞の上枢板棚葺,軒付 5枚重,棟廻り障泥

板の上樋棟(瓦等の検出がなかったため木質系の

材料と推定)

枢板 厚 S cm(1寸),長 60 cm(2尺 ),

葺足 12 cm御 寸)

樋棟 21 cm× 21 cm(7寸 ×7下|)

屋根勾配  5.0/10

造作部 ・床 :こ ろばし大引根大の上板貼 ・根太 :松丸太  末口21 cm(7寸 )

・床板 :杉板 厚 3 cm(1寸 )

・壁板貼 :タテ板貼 ・外壁板 :厚 2.4cmO.8寸 )高 1.09m(3.6尺 )

巾24 cm(8寸 )内外

開口部 床板部 /両引の腰窓及び障子
土間部西側 /無双窓

土間部北側 /両引の腰窓(見張り窓)

出入口/引違板戸

勝手口/片引板戸

1間 ×3箇所

半間×2箇所
1間 ×1箇所
1間 Xl箇所

半間Xl箇所

,34
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侍所建方状況

建方状況
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小舞組状況

外部造作状況



4整備工事

4-2.遺構露出展示 整備箇所は、花ノ壇曲輪堀切部西側に検出された通路造成版築層の ト

レンチ調査範囲を利用し展示する計画であつた。この版築土層は往時の

斜面を地山面まで造成し、幅員の狭い通路を造成するために築かれたも

ので、調査結果でも述べているように綿密にたたき締められており、往

時の造成の技術を知る上で非常に貴重な遺構である。一般来訪者に伝え

るべ く露出展示を試みたものである。

展示方法の検討の結果、土層面が良好に締固られており、強度として

も期待できたので、最高高さ約 2m程度を限度とし、土層断面を整形し

薬剤を低圧で注入 し、半屋外 (簡易的な覆屋を設置)で展示することで

通風を良くし強制換気ではなく自然換気で工事することとした。そのた

め注入する薬剤は屋外でも保存可能なものを選択 した。



4.整備工事

注入材料の選択条件

表面を発掘時点に近い美観が維持できること

凍度深度以深まで十分に浸透可能なこと

表面部の耐用年数が 5年以上で土中の深部が半永久であること

土の強度を増強させる材料であること

地下水で析出したり流出しない材料であること

施工方法の選択条件

確実で極力均等な注入ができる方法であること

遺構を極力痛めない方法であること

浸透量が目視できる方法であること

周辺の自然環境に影響が少ない材料であること

以上の注入材料,施工条件を踏まえ、全ての条件を満たすことは困難

であるが、以下のような工法を選択 し工事を実施 した。

◆注入工事

一定の上層面乾燥期間を設けた後強化処理を行う。

1.1次強化処理

湿気 と反応 し、最終的にSi02の結晶を生 じるアルキルエテルシリケー

トを含浸させ、土層空隙を結晶で埋めて土層の密度を上昇させ強化させ

る。

1)土層内部の強化処理

・土層上部より径 10以下、 深さ250～ 300ミ リの注入口を約 0.5m間

隔で設ける。これにエチルシリケー トを点滴装置をもちいて自然低圧

含浸を行い、1注入口について約 1～ 1.5kg注入含浸を行う。

。1日 程度含浸期間を設けた後、注入口の修復を含め粒子間の接着性を

得るため、サンコールSK-15を 同様にして必要箇所に低圧注入含浸を

行う。

r44
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2)土層表面の強化処理

径2～ 3■m、 深さ20～ 311-程度の注入口を設けて、同様にアルキ

ルエチルシリケールを注射器等を使用して活力注入する。その後表層

前面にスプレー装置等を使用して前面表層より吹き付け含浸を行う。

2.2次強化処理

一定の硬化養生期間を設けた後、クラック等の修復は乾燥・調粒され

た同遺構土を使用して、サイトⅨ と混合し、必要に応じて修復・造形

を行う。

1)土層内部の強化

遺構外回りに径40～ 50-、 深さlm程度の注入口を外回りに沿って

ボーリングにより設置する。これにサンコールSK-15を 自然圧で注入

含浸を行う。

2)土層表面層の強化処理

土層間の接着性を得るためサンコールSK-15を 必要に応じて 1次を

同様の注入口を設けて含浸した後、全表層面をスプレー装置や点滴装

置を用いて含浸を行う。

3)一定の養生期間 (溶剤蒸発)を設けた後強化 `耐候性及び発水性を

有する高分子シリケートを上層全体にぬれ現象が生じる程度まで吹き

付け含浸を行う。

4)仕上げ

含浸終了後、少なくとも1週間の養生期間を設けた後、前面を検査し、

必要に応じて仕上げ・修復を行う。

,45
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4.整備工事

●表面出し及び清掃

肩面 (法面)は ガリとダス

ターバケにより表面層出し

を行った後清掃をした。

必要に応 じて盛土を行い、

これにたたきを入れて整形

し、同様に面出しと清掃を

行った。

表層面については、ダス

ターバケでは欠落の恐れが

あるためブローを吹き付け

て清掃を行った。

※写真の穴は樹木根等によ

るもの
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4.整備工事

●土層内部よりの強化

両肩面については径8mm、

深さ400mmの点滴注入口

を500mm間隔で設けた。

●表面よりの内部強化

径3mm、 深さ50mmの注

入口を設けてこれに径

2mmの シリコンチューブ

を差し込み、固定して注入

口とした。



4.整備工事

●点滴装置の準備

奇数注入口について点滴装

置を準備する。

●マスキング作業

● 1次基質強化処理

土層空隙に最終的に湿気と

反応 してSi02を 生成する

アルキルエチルシリケー ト

を、点滴装置により自然含

浸を行った。

′
ヤ



4.整備工事

●点滴作業状況

一定時間、奇数注入口より

自然含浸を行った後、偶数

注入口に変更 して行った。

奇数・偶数注入口を1回 と

してそれぞれを連続 して3

回繰 り返 した。

同 上
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4.整備工事

●表層面よりの合浸

点滴と同時に表層面より注

射器にて圧入含浸を行った。

また、扇状瓶を使用 して出

来るだけ連続含浸を行った。

15,



4.整備工事

●注入口及び根穴の修正

含浸終了後の注入国の修復

は同現場上を埋め込み、薬

剤を含浸させながら修復 し

た。

表層面の注入口及び気にな

る根穴についても同様の処

理を行った。

修復後の状況

ｒ
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4整備工事

●完盛土強化防水処理

遺構外回りについては同様

に点滴装置を用いてサン

コールSK(ウ レタン系)を

滴下含浸を行って強化した。

表層よりはジョロにより含

浸を行った。連続含浸を行

わず一定の硬化養生期間を

設けた後、さらに含浸させ

て出来るだけ防水幕を形成

するように含浸強化した。

ｒ
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4.整備工事

02次遺構表層面の強化

シリケー トの Si02生成の

養生期間を設けた後遺構表

層の清掃と整形を行った。

表層の上粒子間の接着性を

与え強化するサンコール SK

(ウ レタン系)を 扇状瓶にて全

面含浸を行った。

後をおうように連続 して霧

吹きを用いて全面むらがな

いように含浸 した。

T54



4.整備工事

●表層仕上げ

サンコール SKの硬化養生

期間を設けた後、揆水性・

妨カビ性及びぬれ表示を有

する高分子化シリケー ト

(#3)の吹き付け含浸を行っ

た。

表層に過剰に結晶幕が生 じ

ないよう一定時間放置後、

過剰分については捌けに

ウェスを巻き付け軽 く押さ

えながらふき取った。

'55



4.整備工事

●完成時の状況

遺構廻りの地表面からの雨

水等は出来るだけ直接流れ

込まないようにし、地山地

層からの自然流入について

は自然流出するよう表層面

は仕上げた

0同上

ビ
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4.整備工事

覆屋建肩状況

階段設置状況

覆屋設置完了



4.整備工事

4-3.縄張全体模型 公開方法の一手段として、屋外模型の設置を行った。城跡への導入拠

点である歴史民俗資料館に隣接する位置に入口広場を設け、史跡の事前

案内,説明を目的とし、併せて四阿,便益施設等を設けた。模型の設置

目的としては来訪者に富田城の縄張の広大さ及び急峻な斜面や谷などの

自然地形を利用して造られた城跡であるということを理解 してもらうた

め、城の中心である月山はもちろん菅谷口,塩谷口,新宮口等を囲む急

斜面と谷の関係や、現在流れている富田川との位置関係を範囲設定した。

設計にあたっては、屋外展示で計画していたので、材料をステンレス材

とし、等高線切 り出し積層で重ね合わせてゆく工法をとった。模型の縮

尺は、高低差を強調するため、水平方向500分の 1、 垂直方向400分の 1

とし形状寸法はW5.Clm× D4,Omと 設定した。ステンレス板 1枚の厚さを

5m/mと し、実際の高さ2.Omに 相当する板の積層模型である。仕上げは

ステンレス素地仕上に曲輪等の平場や架線をウレタン系焼付塗装仕上げ

とした。

■工事箇所図

入口広場

れ狩声峙ヽ
Ｎヽ

手

r58



ヽ 輪 ０

32
,8
00

乳
易

西
己

置
 

図
 S
=1

/2
50

之
:蔓

i

脚
議

■ 騨 議 Ｈ 柵


